
CFOの小口です。

2017年度第1四半期決算の概要について説明します。
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サマリーについて説明します。

受注高は、前年同期より2,260億円減少し、6,981億円となりました。前年同期に大型案件の受

注があったパワーセグメントが減少したことが主な要因です。

売上高は、前年同期より409億円増加し、8,882億円となりました。

営業利益は前年同期より87億円減少し、161億円でした。当社の事業構造上、例年第1四半期

は低調なスタートとなる傾向がありますが、当年度は特に、原子力事業において一時的な減益

が生じたこと、またMRJの研究開発費が前年同期比で増加したことなどから、減益となりました。

経常利益は前年同期より347億円増加し、181億円となりました。前年同期に為替差損が生じ

たのに対し、当年度は逆に為替差益となったこと、また前年同期は三菱自動車工業（2016年度

第1四半期まで持分法適用会社）に係わる持分法投資損失を△188億円を計上した一方、当年

度は逆に持分法投資利益を計上したことが主な要因です。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期より165億円増加し、44億円となりました。
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セグメント別の状況について説明します。

パワーセグメントでは、受注高が前年同期より1,497億円減少しています。これは前ページでも

説明しましたとおり、前年同期にはコンベンショナル火力で大型の受注案件があった一方、当

年度はそれと同規模の案件の受注がなかったことによるものですが、当セグメントにおいては、

受注が全般的にやや厳しい状況にあります。売上高はほぼ前年同期並みですが、営業利益

は前年同期より69億円減少し、6億円となりました。主な減益要因は原子力事業です。

インダストリー＆社会基盤セグメントでは、受注高が前年同期より150億円減少しましたが、全

般的には堅調に推移しているものと考えています。一方、売上高は前年同期より471億円増加

し4,340億円、また営業利益は前年同期より10億円増加し161億円となりました。

航空・防衛・宇宙セグメントでは、前年同期より594億円減少し、864億円となりました。これは、

防衛事業の受注のタイミングによって受注高が大きく増減することによるものです。一方、売上

高はほぼ前年同期並みの1,604億円となりました。営業利益では、MRJの研究開発費が前年

同期より増加したものの、民間航空機（Tier1事業）のコストダウンが進捗したこともあり、セグメ

ント全体では黒字を維持しました。
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バランスシートの状況について説明します。

総資産は、前年同期末より470億円増加し、5兆5,289億円となりました。

棚卸資産は年度後半に向けて積み上がる事業が多いことから、第1四半期は増加する傾向に

あります。このことを考慮すると、工事進捗に伴い増加している南アフリカプロジェクトに係る資

産を除いては、ほぼ前年同期並みの状況にあるものと認識していますが、バランスシートのさ

らなる圧縮に向けた努力が必要と考えています。
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主要財務指標およびキャッシュフローについて説明します。

下欄のキャッシュ・フローについて先に説明します。営業キャッシュフローは△792億円、投資

キャッシュフローは△363億円で、フリーキャッシュフローは△1,156億円となりました。

当社の事業構造上、例年第1四半期はフリーキャッシュフローがマイナスとなる傾向があります

が、投資がやや減少していることもあり、前年同期比では97億円の改善となっています。

このようなフリーキャッシュフローの状況を受けて、有利子負債は1兆426億円となりました。

自己資本比率はほぼ前年度末並みの32.3％、D/Eレシオは0.49倍となり、いずれも前年同期比

では若干改善しています。

2017年度の見通しは、フリーキャッシュフロー1,000億円、有利子負債8,500億円から変更ありま

せん。
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受注高・受注残高、売上高、営業利益のセグメント別内訳について説明します。

受注高が大きく減少していますが、特にオレンジ色で示したパワーセグメントの減少によるとこ

ろが大きく、コンベンショナル火力の大型プラントを受注した前年同期と大きな差が出ています。

緑色で示したインダストリー＆社会基盤セグメントは比較的順調に推移しています。商船の受

注はほとんどなかったものの、製鉄機械の受注が底を打ち回復傾向にあることや、ターボ

チャージャなどの量産品が堅調であることによりそれをカバーし、結果として前年同期に近い水

準となりました。

紫色で示した航空・防衛・宇宙セグメントの減少は、防衛・宇宙の受注時期によるところが大き

く、年間では大きな問題はないものと考えています。

受注が減少した結果、受注残高も減少しています。ただし、この受注残高には量産品を含めて

いませんので、実際にはインダストリー＆社会基盤セグメントに概ね1兆円程度が加算されるイ

メージです。
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売上高についてはご覧のとおりです。

製鉄機械は受注が回復傾向にありますが、前年度の厳しい受注状況を受け、売上はいまだに

減少が続いています。受注の底打ちを受けて売上が回復した後、固定費の圧縮に努めてきた

効果が現れてくるものと考えています。
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営業利益では、パワーセグメントの減少が目立つ形となっています。原子力事業における減益

などによるものですが、これはセグメント全体を年間で見ると大きなインパクトはない上、回復

が見込まれていますので、心配はしていません。

インダストリー＆社会基盤セグメントは、ほぼ前年同期並みでした。

航空・防衛・宇宙セグメントでは、MRJの研究開発費の増加が減益要因となっています。ただし

、MRJ研究開発費は年間では減少に向かうものと考えており、直前3か月間（前年度第4四半

期）との比較では減少しています。
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2017年度の業績見通しについて説明いたします。

当社の事業構造上、第1四半期は例年、売上、利益とも低調に推移する傾向があります。ここ

まで説明してきました状況を踏まえても、期首時点での見通しから大きく乖離していないと認識

していますので、いずれも前回（2017年5月9日）の見通しを据え置いています。
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セグメント別の内訳についても特に変更しておりません。

以上で、2017年度第1四半期決算の説明を終わります。

12



13



14



15



16



17



18



19


	2017年度第1四半期 決算説明資料 
	目次
	Ⅰ．2017年度第1四半期決算実績
	財務情報
	決算実績 サマリー
	セグメント別内訳
	貸借対照表
	主要財務指標／キャッシュ・フロー

	貸借対照表
	主要財務指標／キャッシュ・フロー

	セグメント別情報
	受注高・受注残
	売上高
	営業利益

	Ⅱ．2017年度業績見通し
	2017年度業績見通し
	業績見通しサマリー
	セグメント別内訳


	Ⅲ．補足資料
	補足資料






